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を
十
分
に
果
た
す
よ
う
、
今
後
の
乗

車
率
の
向
上
に
向
け
た
対
策
も
検
討

さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

以
上
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
し
て
、
バ
ス
路

線
対
策
特
別
委
員
会
の
報
告
と
い
た

し
ま
す
。

平
成
１８
年
８
月
２８
日

委
員
長

瀬
　
政
　
和

副
委
員
長

田
　
崎
　
忠
　
義

委
　
　
員

田
　
中
　
昭
　
憲

同

辻
　
　
　
勝
　
徳

同

今
　
村
　
典
　
男

同

馬
　
場
　
重
　
雄

革
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減
額
等
、

さ
ら
に
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
測
さ

れ
る
中
、
本
特
別
委
員
会
と
し
て
は
、

こ
れ
以
上
の
財
政
負
担
は
回
避
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
し
ま
す
。

市
当
局
は
、
バ
ス
路
線
の
廃
止
、

減
便
も
や
む
を
得
な
い
と
の
考
え
で

あ
る
が
、
本
委
員
会
と
し
て
も
、
現

在
の
財
政
状
況
を
勘
案
す
れ
ば
、
市

当
局
の
判
断
も
止
む
無
し
と
考
え
ま

す
。し

か
し
、
通
学
者
、
高
齢
者
等
の

交
通
弱
者
に
対
し
、
大
き
な
支
障
が

出
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
事
前
の

市
民
へ
の
十
分
な
説
明
と
配
慮
は
当

然
で
あ
り
、
種
々
の
代
替
手
段
の
検

討
も
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

総
合
計
画
の
中
に
位
置
付
け
さ
れ
て

い
る
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
役
割

様
々
な
角
度
か
ら
調
査
検
討
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ａ
路

線
経
常
経
費
の
う
ち
、
従
来
の
県
交

通
局
負
担
分
２０
パ
ー
セ
ン
ト
に
つ
い

て
も
大
村
市
で
の
負
担
と
い
う
正
式

な
申
し
出
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
５
千
万
円
も
の
負
担
増
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
が
判
明
し
、
県
営
バ
ス

に
対
す
る
さ
ら
な
る
経
営
努
力
を
切

望
す
る
意
見
が
で
ま
し
た
。

平
成
１８
年
５
月
策
定
の
「
第
２
次

大
村
市
財
政
健
全
化
計
画
」
に
よ
る

と
、
計
画
期
間
中
の
３
年
間
に
つ
い

て
は
、
概
ね
収
支
均
衡
型
の
財
政
運

営
が
達
成
で
き
る
と
の
見
通
し
で
は

あ
り
ま
す
が
、
国
の
三
位
一
体
の
改

現
在
、
大
村
市
は
第
４
次
行
政
改

革
大
綱
及
び
実
施
計
画
並
び
に
第
２

次
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
財

政
再
建
団
体
転
落
の
危
機
を
回
避
す

べ
く
様
々
な
取
り
組
み
が
計
画
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
１８
年

６
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
１
億

２
千
万
円
も
の
地
方
バ
ス
路
線
維
持

費
補
助
金
が
計
上
さ
れ
、
今
後
も
さ

ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

り
、
今
後
の
大
村
市
の
財
政
運
営
に

大
き
な
負
担
と
な
る
こ
と
が
憂
慮
さ

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
特
別
委
員

会
は
、
今
後
の
バ
ス
路
線
対
策
の
調

査
検
討
を
目
的
に
設
置
を
決
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

第
１
回
の
委
員
会
を
平
成
１８
年
６

月
２３
日
に
開
催
し
、
以
後
平
成
１８
年

８
月
１７
日
ま
で
に
５
回
の
委
員
会
を

開
催
し
、
県
営
バ
ス
の
各
路
線
維
持

費
補
助
金
内
容
や
県
営
バ
ス
、
東
彼

杵
町
営
バ
ス
の
運
営
状
況
な
ど
、

 をお知らせします 
　6月23日に設置された２つの特別委員会は 

この調査報告をもって解散されました。 

委
員
会
設
置
の
目
的

委
員
会
の
調
査
結
果

バ
ス
路
線
対
策
特
別
委
員
会経過報告

平成18年6月23日
・正副委員長の互選について

平成18年7月12日
・過去５年間の補助内容の推移につ
いて
・県営バス市町単独補助について
・大村営業所の勤務実態について
・損益状況について
・平成17年度県営バス生活路線維持
費補助金内訳（全路線）について

平成18年7月21日
・平成17年度県営バス生活路線維持
費補助金内訳（全路線）について
・損益状況について
・大村営業所の乗務員数の推移につ
いて
・東彼杵町営バスについて
・乗降調査について

平成18年8月8日
・路線バス維持に対する各市の考え
方について
・運行路線（区間）の廃止及び減便
について
・交通局平均給与について

平成18年8月17日
・最終報告書について
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ま
す
。

以
上
、
本
特
別
委
員
会
と
致
し
ま

し
て
は
、
継
続
７
回
に
わ
た
り
慎
重

に
審
査
を
重
ね
た
結
果
、
事
業
費
の

精
査
方
法
及
び
随
意
契
約
の
妥
当
性

に
つ
い
て
は
、
概
ね
適
正
で
あ
る
と

判
断
し
、
調
査
事
項
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
達
成
し
ま
し
た

の
で
、
本
報
告
を
も
っ
て
終
了
と
致

し
ま
す
。

平
成
１８
年
８
月
２８
日

委
員
長
　
宮
　
本
　
武
　
昭

副
委
員
長
　
田
　
中
　
秀
　
和

委
　
　
員
　
村
　
上
　
秀
　
明

同
　
　
大
　
崎
　
敏
　
明

同
　
　
久
　
野
　
正
　
義

同
　
　
松
　
崎
　
鈴
　
子

同
　
　
前
　
川
　
　
　
與

同
　
　
永
　
石
　
賢
　
二

に
関
す
る
周
辺
特
許
と
い
う
も
の

が
、
各
メ
ー
カ
ー
・
各
部
分
毎
に
違

う
現
状
で
、
焼
却
炉
に
対
す
る
影
響

を
予
測
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
操

業
中
止
や
停
止
は
許
さ
れ
な
い
市
の

立
場
と
し
て
は
、
や
む
を
得
な
い
と

判
断
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
現
在
の
焼
却
炉
に
つ

い
て
は
、
長
崎
県
の
ご
み
処
理
広
域

化
計
画
の
関
係
で
、
平
成
３０
年
ま
で

稼
動
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
に
、
長
期

補
修
・
更
新
工
事
計
画
を
策
定
さ

れ
、
そ
れ
に
あ
る
程
度
沿
っ
た
形
で
、

各
年
度
の
予
算
と
い
う
も
の
も
考
え

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
市
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
炉
の
安
全
性
、

延
命
化
及
び
契
約
の
透
明
性
等
を
確

保
し
な
が
ら
管
理
運
営
を
行
う
と
同

時
に
、
尚
一
層
の
経
費
節
減
の
努
力

を
し
て
頂
く
こ
と
を
強
く
要
望
致
し

求
時
に
お
い
て
は
、
前
年
度
の
点
検

結
果
や
補
修
状
況
等
を
考
慮
し
な
が

ら
、
請
負
業
者
と
清
掃
課
技
術
管
理

者
が
十
分
協
議
検
討
の
う
え
、
翌
年

の
概
算
額
を
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

請
負
業
者
の
見
積
書
で
も
、
内
容
に

つ
い
て
、
一
般
的
な
部
材
に
つ
い
て

は
物
価
単
価
表
で
確
認
し
、
特
殊
な

部
材
に
つ
い
て
は
他
市
に
照
会
す
る

な
ど
し
て
精
査
し
、
数
回
取
り
直
し

を
行
う
な
ど
し
て
、
市
も
主
体
的
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
実
際
の
工
事
設

計
書
作
成
時
に
お
い
て
は
、
部
材
算

定
に
は
複
数
業
者
か
ら
見
積
徴
収
の

上
最
低
価
格
を
採
用
し
、
労
務
費
に

つ
い
て
は
県
の
公
共
労
務
単
価
を
使

用
す
る
な
ど
、
問
題
と
な
る
事
項
は

存
在
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
契
約
に
つ
い
て
は
、
地
方

自
治
法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
２
第

１
項
第
２
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
随

意
契
約
の
方
法
で
締
結
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
理
由
に
つ
い
て
は
、
性
能

保
証
を
担
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
及

び
、
短
期
間
に
的
確
に
施
工
す
る
こ

と
の
重
要
性
か
ら
競
争
入
札
に
適
さ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
般
競
争

入
札
に
出
来
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

既
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
随
意

契
約
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
焼
却
炉

市
の
焼
却
炉
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関

す
る
事
業
費
等
に
つ
い
て
、
緊
急
に

調
査
検
討
を
要
す
る
た
め
、
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
本
特
別
委
員
会
に
お
け

る
特
定
事
件
は
、
事
業
費
の
精
査
方

法
と
、
随
意
契
約
の
妥
当
性
の
２
点

で
す
。

そ
の
２
点
を
検
討
す
る
た
め
、
主

管
課
か
ら
焼
却
炉
に
関
す
る
説
明
や

報
告
を
受
け
る
と
と
も
に
、
現
地
調

査
も
実
施
し
な
が
ら
、
精
力
的
に
審

議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
な

調
査
検
討
事
項
は
、
県
内
他
市
の
焼

却
炉
の
設
置
運
営
状
況
、
大
村
市
と

同
規
模
の
焼
却
炉
を
設
置
し
て
い
る

市
の
設
置
運
営
状
況
、
平
成
１５
、

１６
年
度
の
委
託
・
補
修
工
事
の
状

況
、
長
期
補
修
・
更
新
工
事
計
画
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
で
す
。

ま
ず
、
事
業
費
の
積
算
に
つ
い
て

は
、
予
算
要
求
時
と
実
際
の
工
事
設

計
書
作
成
時
と
２
つ
に
分
け
て
、
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
予
算
要

特別委員会の調査結果 

委
員
会
設
置
の
目
的

委
員
会
の
調
査
結
果

焼
却
炉
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
調
査
特
別
委
員
会

経過報告

平成18年６月23日
・正副委員長の互選について

平成18年７月10日
・清掃課現地視察、他市の焼却炉メ
ンテナンス状況説明等について

平成18年７月14日及び20日
・県内及び類似都市の状況について
・ごみ処理施設機械清掃及び機器点
検業務委託、焼却炉処理施設機器
補修工事について

平成18年８月２日
・焼却炉メンテナンス長期計画等に
ついて

平成18年８月17日及び23日
・焼却炉メンテナンス調査特別委員
会の最終報告について




